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右京二条三坊・三条三坊の調査 (第 39・ 43次 )

(第39次 ,1984年 1月 ～4月 ,第 43次 i1984年 6月 ～8月 )

この調査 は国道 165号 線橿 原バ イパ スの建設 工事 に伴 う発掘調査 で あ り,同
バ イパ ス関連 の調 査 と して は第 4次・ 第 6次 目にあたる。

今 回 は藤 原宮第 25次調 査地 (概 報 10)の 北側 に続 く縄 手,醍 醐地 内か ら国鉄

桜井線 に至 る延 長 300mの 区間 が対象 とな った。藤原宮 の条坊 呼称 に したが う

と,右京二条三坊東南坪 と二条三坊東北坪 に相当 し,各坪の中軸線 の東側を南

北に貫通す る道路予定地の西半部 に調査区を設定 した。なお,南 半を第 39次 ,

北半 を第43次 として三度 にわた って調査を行 なったが, ここでは一括 して概要

を述べ ることにす る。

調査地の層序 は,耕土,床 土,暗茶褐色土.黒 褐色土,黄褐色粘上の順であ

る。黒褐色土は弥生式土器 の包含層であり, この上面で藤原京関連 の遺構 を検

出 している。黄褐色粘土 は地山であ り,一部の遺構 はこの地山上で検 出 した。

検出 した主な遺構 は古墳時代,藤原宮期 ～中世の各期にわた っている。

藤原宮期の遺構

二条 大路 ,掘 立柱 建物 13棟 ,塀 6条 ,溝 2条 ,土 壊 な どが あ る。

二条大路 SF 3200は 道路幅 152mあ り,両側溝を伴 う。北側溝 SD3567は 幅

1.Om,深 さ 02mで ,南 側溝 SD 3565は 幅 0,9m,深 さ 0.2mで ある。両側

溝間の心 々距離 は 16.2mあ る。なお,両 側溝 には杭穴 とみ られる小穴が多数認

め られた。 この他に条坊関係の遺構 として溝 SD3793・ SD3540が あ る。 東西

溝 SD3793は 調査区の北端 か ら南へ35mの ところに位置 し,幅 04mで 藤原宮期

の浅い土壊状の広が りを切 って掘削 してお り,二条条間路北側溝の可能性が高

い。 SD 3540は 調査区の南端 にある東西溝である。新 しい溝 によって南側 が壊

されてお り,現存で幅 1lm,深 さ 0.2mあ る。その位置か らみて三条条 間路

の北側溝 と半1断 され る。

二条三坊東南坪の遺構 には掘立柱建物 8棟 と塀 4条 がある。坪のほぼ中央 に

ある SB 3590は 桁行 7間 ,梁行 4間 の南北棟東西庇付建物で,建物の北半部 は
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第10図  S B 3590周辺調査遺構配置図 (1:300)

中世の上墳 S K 3761に よ って壊 され

ていたが,身舎部分の柱掘形 3個 と

柱痕跡 1が確認 された。柱間寸法 は

桁行 2.65m,異行は身舎部分が 2.65

m,東 庇 3.5m,西庇 32mで ある。

S B 3590の 西 側柱 と一 部重複 して

これより古い南北方向柱列 6間 分 を

検 出 している。各柱間は北か ら 4間

までが各 3.Om, 5・ 6間が各 2.7

mあ り,柱掘形の形状 と埋上の差 な

どか ら,梁行 3間 の東西棟建物 SB

3595と 果行 2間 の東 西棟建 物 SB

3580を 想定 した。 坪の南半部にあ

る S B 3572は 異行 2間 (柱間 23m),

桁行 3間 (柱 間 2.3m)以 上の東西

棟建物である。塀 4条 の うち, SA

3581は S B 3580の 東妻 にとりつ く

東西塀で, 3間分 を検 出 している。

柱間は 2.5m等間である。 なお,同

位置にあるS A 3582は S B 3580の 廃

絶後に設 け られた東西塀で,柱 間は

2.lm等 間であり, 4間分 を検 出 し

ている。SA3585は 3間 (柱 間 2.4

m)の 南北塀であ り,SA3581,SA

3582と の切 り合い関係 はないが,埋

上の差か らSA3582よ り新 しい可能

性が高い。SA3575は 坪の四等分線

上 に近い位置にある東西塀で 3間 分
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(柱 間 2.6m)を 検 出 した。

S X 3570は 二条大路北側溝 の北 4.5mの ところにあ る幅 4.5m,深 さ 3 cm程

の浅 い溝状の遺構で,藤原宮期の上器 を出上 してお り,道路 と宅地 を しきる区

画溝 とも考え られ る。

坪の北半部には建物 4棟 と土壊 1が ある。なお,北半部については後世の削

平が著 しく,柱掘形は下底部 を僅かに残す程度であった。建物はいずれ も東西

棟 とみ られ,妻柱 を確認できたのは 1棟 のみである。 S B 3765は S B 3590の 北

8.4mの位置にあ り,桁行 4間 以上で,柱 間は 2.1～ 2.4mと やや不揃 いであ

る。異行総長 は 4.5mで ある。 S B 3765の 北に接 してあるS B 3760は 身舎の桁

行 2.6m,果 行 2.Omで ,南 に 2.2mの 庇 をもつ桁行 3間 以上の東西棟建物で

ある。 SB3760の 北 6mに あるSB 3770は ,桁行 3間 以上 ,梁 行 2間 の東西棟

建物で,北半部で唯一妻柱 を検 出 した建物である。柱間は桁行 2.Om,梁 行 22

mで ある。 SB 3775は 柱穴が削平 されているが,桁行 4間 以上の東西棟建物で ,

柱間は桁行 2.2m・ 梁行 1,7mで ある。北半部の建物間には 直 接 の切 り合 い

関係 は認め られないが,S B 3760・ 3765は 側柱 心 々で棟 間 間隔が 1.6mと 近

接 していることと,柱筋が異 なることか ら,時期を異 に しているとみ られ る。

他の建物配置 との関係か ら,最低 2時期に分つことがで きよ う。 S K3790は 浅

い土壊で藤原宮期の上器を少量検 出 した。 S K 3790は 二条条間路北側溝 と考え

られ るS D 3793に 切 られている。 SD3793よ り北側ではこの時期の遺構 は検出

されていない。

三条三坊東北坪の遺構 には掘立柱建物 5棟 ,溝 1条 ,塀 3条 などがある。

SB 3545は 坪の南端近 くにある桁行 6間 の南北棟建 物 で ,西 側 柱筋 の み を

検 出 した。柱間は 2.Omの 等間で,中 央 の柱掘形には直径 20 cmの 柱根があ り,

北端 の掘形を除 く各掘形の柱位置には板石 を敷 き込んでいる。 この建物の北に

は東西方 向の塀 SA 3551(柱 間 1,9m)が あ り,さ らにこれに接 して東西棟建

物 SB3550が ある。桁行 1間 のみ しか検 出 していないが,梁行総長は 4.5mで

ある。 SB3555は 桁行 2間 以上,果行 2間 の総柱建物で,異行柱間は 2.lmで

ある。 SB3561は 坪の南北三分割線上 にある建物である。桁行 3間 以上の東西
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棟建物で,直 径 15 cmの 柱根が 2ケ 所で遺存 している。

溝 SD3560は 幅 lm前後,深 さ 0.2mの 東西溝で,藤 原宮期の上器が出土 し

ている。二条大路南側溝心 との心々距離 は64mあ る。 SD3560は 二条大路南側

溝 と二条条間路北側溝間の心々距離の三分の一 (605m=173尺 )よ り4m程

南に位置す るが,溝 の南側には塀 SA3559が あ り,こ の組み合わせは三条条間

路北側溝 SD 3540と その北側の SA 3542(柱 間 2.lm)と の関係 と相似す るこ

とか ら, SD3560は 坪の南北 を三分す る区画溝である可能性が高い。 なお SA

3542は 同じ位置で SA3543に つ くりかえ られ る。

平安時代の遺構

この時期 に属す る遺構 としては建物 4棟 がある。 とくにまとまった配置はな

いが,い ずれ も建物方位が北に対 して,東 あるいは西に 6° 内外の振れがある

ことが共通 している。 SB3554は 桁行 3間 の南北棟建物で,果行柱間は18m,

桁行柱間は中央間が 1.5m,両脇間が 2.lmで ある。 SB 3553は SB3554の 廃

絶後につ くられた 1間 四方 (柱 間 21m)の 小建物である。 SB3563は 桁行 3

間,果行 2間 (柱 間 1.8m)の 南北棟建物であ り,桁行柱間は S B 3554と 同様

に中央間が 13mと 狭 く,両 脇間が 1.5mと やや広 い。 SB3578は 妻柱 を検 出

していないが,桁行 3間 の南北棟 と考え られ る建物で,方位 は北で西に振れて

いる。桁行柱間は 1.5～ 1.7mと 不揃いで,総長は 5mあ る。

中世の遺構

調査区南半部では井戸 1基 ,建 物 2棟 を検出 した。井戸 SE 3573は 径 1.3m,

深 さ lmの 円形掘形 を持 ち,中 央に曲物を抜取 った とみ られ る痕 跡 が あ り,

抜取痕跡か ら瓦器,刀 子 1が 出土 した。井戸屋形 SB3574は ,桁行 1間 (39

m),梁 行 1間 (3.Om)の 規模で,西南隅には径 10 cmの 柱根が残 っている。

S B 3562は 桁行 1間 (3.3m),異 行 1間 (2.lm)の 小建物である。

北半部には建物 4棟 ,溝 5条 ,石組井戸 2基 ,土損がある。 SB3771は 南 と

北に庇 を持つ桁行 2間以上,梁行 4間 の東西棟建物で,柱 間は身舎 の桁行 2.1

m,果 行 20m,北 庇 の出 1.5m,南庇の出 2.lmで ある。 SB3771の 柱穴に

は柱根 を残す ものがある。 SB 3773は 桁行 3間 以上,梁 行 2間 の東西棟建物で
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西か ら 1間 目には間仕切 りがある。柱間は桁行 2.lm,梁 行 1.8mで ある。

SB3781は桁行 3間 以上,梁行 2間 の東西棟建物で,西 か ら 1間 目に間仕切 り

をもち,桁行・ 異行 ともに 22mで ある。土壊・ 溝か らは多量 の瓦器・ 土師器

が出上 し,溝 SD3785か らは漆器椀が出上 した。

古墳時代の遺構

南半部には古墳時代中期の竪穴式住居 2棟 がある。いずれ も方形 とみ られ ,

SB 3577は 一辺が 2.9mで ,深 さ10 cmあ り,小型丸底壺が出土 している。 SB

3579は 一辺が 3.6m,深 さ 7 cm前後である。 なお,柱痕跡 はなか った。

遺物

藤原宮期の各遺構か らは少量 の上器が出土 してい るが,ま とまったものはな

か った。瓦類 は藤原宮式軒瓦 2点 が中世の溝,土壊か ら出上 している。また ,

布留式上器が北半部の上壊 SK3780で 出上 している。

まとめ

藤原宮の西に接す る地域では 165号線バ イパ スに伴 う 1～ 5次の調査により,

四条条間路以北か ら二条条間路の間で ,東 西方向の条坊 と西三坊坊間路が検出

されている。そこで これまで藤原宮の西辺部の調査によって検 出 した条坊遺構

と今回検 出 した遺構 とを合わせてみ ると,右 京二条三坊東南坪・ 三条三坊東北

坪 は第 H図 のよ うに大略の復原 を行 なうことがで きる。

二条三坊東南坪 の調査区は,坪 の南北方向三分割線の東約30mお よび西二坊

大路の西約30mに 位置 し,そ こは坪 の東西の四分の一の付近 にあたる。同坪 内

で検 出 した建物は 8棟 におよび,建物相互の切 り合い関係 ,配置関係か らみる

と,最低二時期に分 けることが可能である。古い時期の東西棟建物 SB 3595は

東妻の梁行 3間 を検出 したにすぎないが,さ らに北に 1間 のびて庇 を想定す る

と,北 の側柱筋 は東西方向の中軸線 にほぼ合致す ることになる。 SB3595は ,

前殿 と想定できるS B 3580と あわせて,宅地内の中心的な建物であると考え ら

れ る。 なお SB 3580・ 3595の 東妻は南北中軸線か ら東約20mに位置す る。

新 しい時期 にな って も,引 き続 き同区域 に大規模 な建物が造営 されている。

東西両面に庇 を有す る南北棟建物 SB 3590は 桁行のほぼ中央が,坪 の東西方 向
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の中軸線 に合致 し,占 地的にみて も,宅 地内の中心的な建物群の一画 を形成 し

ていたことが推定できる。

上記のよ うに新旧二時期 ともに,坪の中軸線上に中心的な複数の建物が存在

す ることか ら,右京二条三坊東南坪 は,二時期 にわたって南北に 2分割 され る

ことはな く,一連の宅地割 りであ ったことが推定できる。 さ らに,中 心的建物

の坪 内の位置か ら考え ると東西に も分割 されていなか ったよ うであ り,一坪 を

占地 した宅地であったと推定 して も大過 はなかろ う。tt SA3575は その位置が

坪の南か ら四分の一 にあたるが,小規模であることか らみ ると,宅地割の境界

と考え るよりはむ しろ宅地内を区画す る施設 と考え ることができよ う。

つぎに三条三坊東北坪では発掘面積 も狭 く,建 物配置 も二条三坊東南坪 よ りも,

さらに不明確 である。 しか し,東西方向の坪三分割線上には柱間 7尺 の小規模

な東西棟建物 S B 3561が 建つ。 tt SA3551は坪の南を画する塀 SA3542の 北約

25mに位置 し,宅 地内の区画施設 と考え られる。塀 SA3559は 東西二分割線の

約 5m南 に位置 し,北側に溝 SD3560を 伴 っている。 この塀 は坪を南北に三分

す る施設である可能性 もある。三条条間路北側溝 SD 3540の 北 15mに は東西

塀 SA 3542が 存在 し, この塀 は坪 の外周 を区画す る塀 と推定 される。藤原京 内

ではすで に第 17次・ 19次調査 (概 報 6・ 7)等で同様な遺構 を検 出 しているが

明確 な遺構がないことの方が多い。宅地 を外側 と区画 しないで使用す るとい う

ことは考えがたく,掘 立柱塀がない場合には,築地塀 などの施設が考え られよ

う。

今回の調査 は道路敷内の限 られた範囲で しか行なってはいないが,右京二条

三坊東南坪 内における一町の宅地割が想定で きる結果を得 たことは多大 な成果

であるといえよ う。

藤原京 内の宅地の実態を解明す る作業 は,開 発の進展 ともか らんで急務であ

る。 しか し,い まだ坪内宅地を大規模 に発掘調査 した例 は少 な く,宅 地内の様

相については,ま だ不明な ところが多い。今回の調査で検 出 した二時期にわた

る大規模 な建物は,今後,藤原京内の宅地のあ り方 を考え るうえで重要な資料

となるものである。
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右京七条一坊 (日 高山)の 調査 (第 40次 )

(1984年 3月 ～ 4月 )

今回の調査 は,橿原市市営住宅の改築工事に伴 う事前調査 として実施 した。

調査地は,藤原宮朱雀門南方 に位置す る小 さな丘 , 日高山の上にあ り,藤原京

条坊では右京七条一坊東南坪 にあたる。発掘総面積 は約 870雷で,調査の結果 ,

墳丘 を失 った古墳 1基 (日 高山一号墳)を検 出 した。

調査対象地は現在運動場で,北北西に舌状に延 びる日高山の支尾根 の頂部 を

削 り,東側の谷を埋めたてて造成 されている。調査区東半では,遺構の存在 は

認め られなか った。一方,調 査区西部に地山 (花 南岩風化土)上 に溝状 を呈す

る部分があ り,円 筒埴輪が見つか った。周囲の地形 は全 く平坦 に削 られていた

ため,円筒埴輪の並 びを探 る方法で,古 墳の概要を把握す るに至 った。

遺構

検 出 した遺構 は,墳丘 を囲む幅 4～ 6mの 周涅状の溝で,深 さ90 cm前 後が残

存 していた。墳丘本体 は後世の削平で完全に失われてい る。 違は外周で一辺が

23～ 24m,内 周で 16～ 17mの ほぼ正方形 を呈 し,東辺 を除 く三つの辺 を確認 し

た。東辺 は東向きの斜面沿 いにそぎ落 とす形の大規模 な削平 で墳 丘 と同 時に

破壊 されてお り,こ の上には炭化物を多 く含む土層が堆積 していた。

古墳 は,尾根の東向き斜面の頂部付近にあ って,漫 は幾分東に向か って低 く

なるものの,ほ ば底部が水平になるよ うに作 り出されている。注部 には約 25

mの 間隔で円筒埴輪が一列に配置 されていた。円筒埴輪の数は一辺 につき8本 ,

各辺が隅の 1本 を共有す るので合計28本 が立て られていたと考え られ,こ の う

ち12本 が原位置で発見 され た。蓋形埴輪 (き ぬがさが たはにわ)は 2本 あ り,

墳丘西辺の南 ,南 辺の東で,そ れぞれ隅か ら 2本 目の円筒埴輪 に寄 り添 うよう

な状態で出上 した。 また,小型の鶏形埴輪が西辺北部で,大型の鶏形埴輪が ,

西北隅で出土 し,大型の鶏形埴輪以外はほぼ原位置を保 って発見 された。 この

埴輪の年代か ら古墳の造営時期 は 5世紀中葉 と判断 され た。

この注は,古墳築成後間 もな く埋 まり始めている。 この Cと は古墳 を巡 る円
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●

SK01

lom        SK02

第12図 第40次調査遺構 (日高山一号墳)配置図 (1:300)  ｀

(Oは円筒埴輪,0は鶏形埴輪,▲は蓋形埴輪)

筒埴輪の多 くが,か なり良好な保存状態で埋ま っていたことや,違 を埋立てた

土に, 6世紀初頭の埴輪がかな りの量含 まれていることか ら,判断で きる。更

に,こ の追埋土 を切 った幾つかの土装が検 出され,須恵器・ 土師器の完形品が

それぞれまとまって出上 している。上層の状況か ら,古墳の削平が行なわれ た

のは,こ れ ら土壊が造 られ た時期か らそ う遅 くはない時点である可能性が強い。

遺物

日高山一号墳に関連 した遺物 としては,周 囲に立て られた円筒埴輪がある。

円筒埴輪 はいずれ も高 さ45 cn,下底部径16～ 18 cmで , 3条 の突帯 をもち,上 か

ら 2段 目の区画に 2つ の円孔 をうがつ。外面 には横方向の刷毛 目がつき,内 面

は口縁付近だけに刷毛 目がある。成形の特徴及 び焼成時に黒斑がつくことから,

年代 は 5世紀中葉 と推定 され,当 然 これが一号墳の時期 を示す ことになる。円

筒埴輪 には口縁部外面に記号 をもつ ものがある。 2個 の蓋形埴輪は,蓋 部にわ

″／
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9           20cm

吾キ:]ほ必□]を粂塁各号檜程兵
6

第13図 日高山一号墳出土埴輪

ずかな表現の違いはあるが,同 形・

同工で,径 50 cm,高 さ40 cm程 である。

あ り,小型の ものは体長35 cmほ どで

尾羽・ 翼 を線刻で表現 している。

このほか,内注には, 6世紀前半

代の円筒埴輪・ 家形埴輪・ 蓋形埴輪

などの破片がかな りの量流れ込んで

いる。涅が埋 まった後,Cれ を切 り

込んで,土壊が作 られている。南辺

西寄 りの土壊 (SK01)か らは 6世

紀後半代の須恵器杯 。甕・ 提瓶・ 長

脚 2段透 し高杯・ 無蓋高杯が出上 し

た。南辺西寄 りの上壊 (SK02)か

らは土師器杯 。甕 。脚付杯,須恵器

0                10cm

第14図  上壊 SK02出 土土器 (1:4)
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杯 。短頸壺 。平瓶・ 甕などが出上 した (第 14図 )。 SK02出 上の上器 は, 7世

紀初頭に属 し,少数なが ら各器種揃 った良好 な一括資料である。埴輪・ 土器類

以外の遺物 としては,涅埋土最下部か ら出上 した馬具小片 (木 芯鉄張輪鐙か )

と,最上部に含 まれていた金銅製耳環 1点 がある。

まとめ

今回検 出 した日高山一号墳 は 5世紀中葉 に作 られた方墳である。 日高山の北

西端部の尾根 の頂部付近の東斜面 を幅 4～ 6m,深 さ lm程の掘 り込んで区切

り,一辺約 18mの方形の墳丘 を造 り出 している。古墳の南北軸は,こ れが作 ら

れた尾根の方向に添 うように,北 北西 を向いてい る。

埋葬主体部 を含む墳丘 は後世の削平で破壊 されている。削平 は,旧 地形に沿

って西か ら東へ斜 めに下が るように行なわれてお り,追 の東辺は残 っていない。

漫の西半部は,ほ とんどもとの深 さを残 しているものと見 られ,特 に西南隅付

近は,墳丘裾の一部 も含んで溝の旧状 を保 っている様子が認め られ る。涅埋土

を切 って作 られ た土墳の年代 とを考え合わせ ると,古墳の破壊が藤原京の造営

工事によ ったものである可能性 は非常に大 きい。

これまで 日高山北裾か ら藤原宮 にかけての地域では 5世紀初頭か ら 6世紀前

半 までの各時期の埴輪が出上 してお り, この付近に埴輪 を伴 う古墳が存在 した

と推定 されてきた。その際 日高山は第一番の候補地 として考え られていた。

今回明 らかにな った日高山一号墳は,こ の推定 を実際に裏づけるものであり,

これまで古墳分布 の空白地帯であった藤原宮域周辺で,初 めて遺構の上で確認

された古墳 とい う乙とにな る。そのほか, 6世 紀前半代の埴輪や 6世紀後半～

7世紀初頭頃の完形の須恵器群 。金銅製耳環が出土 し,該 当時期の古墳の存在

を強 く暗示 している。

今回の調査 によって,日 高山山上に一号墳をは じめとして各時期の複数の古

墳が存在 していた確証 を得 たこと,そ して これ らの古墳の破壊 に,藤原宮・ 京

宮・ 京の造営が深 く関与 している様相が明 らかになったことは大 きな成果 とい

えよ う。
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右京二条二坊の調査 (第 42次 )

(1984年 4月 ～ 5月 )

この調査 は, 165号 線橿原バイパ ス建設工事に伴 う国鉄桜井線の高架工事に

関連 して行な ったもので,同 関連調査 としては第 5次 目にあたる。調査対象地

は醍醐の集落の北西で,国鉄桜井線の南側 にそ って幅10m,東 西長約 180mの

範囲である。 この うち,西 側か ら I区 (5× 115m), Ⅱ区 (6× 9m),Ⅲ

区 (6× 77m),Ⅳ 区 (3× 15m)の調査区を設定 した。 I区 は西二坊大路 ,

Ⅱ区は藤原宮西北隅の調査 (第 36次,概報 14)で検 出 した宮北面・ 西面外濠の

合流後の流路の北延長位置にあたる。 Ⅲ区は右京二条二坊西北坪 の宅地遺構 ,

Ⅳ区は西二坊坊間路が想定 された (第 11図 参照)。

<I区 > 堆積土は,水 田耕土・ 床土 。遺物包含層であ り,地表下約 85 cmで

自然堆積上の茶褐色粘質土 となる。遺構 は茶褐色粘質土面で検 出 した。検 出 し

た遺構 は南北大溝 SD 3720,斜 行溝 SD3721の 他,南北小溝がある。 SD 3720

は,西岸か ら幅約 2m分 を検出 した。東端部での深 さは約 lmで ぁる。堆積土

は大 き く上下 2層 ある。上層 はさらに灰褐色砂質土 と黄褐色砂質土 に分 け られ

るが,い ずれ も非常に堅 くしまってお り,溝 を埋めたてた土 と思われ る。下層

は青灰色粘上である。上下層 とも, 7世紀～13世 紀の土器類が出上 しているが,

量的には少 ない。上層で三彩陶器小片が出上 した。調査区の中央北か ら南東方

向にかけては,不 整形で,浅 い斜行溝 SD372と がある。 SD3721の 埋上の暗褐

色粘土か らは縄文晩期の上器が出土 した。南北小溝 は瓦器 を含む。

<Ⅱ 区> 堆積上の状況 は I区 と同様である。検 出遺構 は南北大溝 SD3720

の東岸部の他,南 北小溝がある。南北大溝 SD3720は ,東岸から幅約 3mま でを検

出 した。西端で深 さ約 lmで ぁる。堆積土 は上層が茶褐色粘質土 。暗褐色粘質

土 ,下層が暗灰色粘質上である① 7世紀か ら13世紀までの上器類が少量出土 し

た。南北小溝 はいずれ も瓦器 を含む。

<Ⅲ 区> 堆積土 は耕土・ 床土 。遺物包含層 。茶褐色粘質土だが,東半は茶

褐色粘質土上に薄い灰褐色砂層がある。検出 した遺構 には,掘立柱建物 4,井
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第15図 第 42次
調査遺構配置図

(1:1000)

戸 1,上 壊 2,南北・ 東西小溝などがある。 この うち,建物

SB 3723,土 壊 SK3727が 藤原宮期 と思われ,他の遺構 は平

安時代末か ら中世 にかけてのものである。掘立柱建
.物

SB3723

は異行 1間 の南北棟 と思われ,桁行 は南端 1間分 を検 出した。

柱間は 3m(10尺 )等 間である。柱掘形 は 1.2～ 1.4m四 方

と大 きい。掘立柱建物 SB 3724・ 3725・ 3728の柱穴のい く

つかは東西 。南北小溝の堆積土上か ら検 出 してお り,こ れ ら

の建物は小溝 より時期的に新 しい。柱掘形 は径15～ 20 cmの 円

形 をなす ものが多い。 SB 3724は 桁行 2間以上,果行 2間 の

南北棟建物で,柱 間はほぼ 1.8mで ある。 SB3725は 桁行 2

間以上,梁行 2間の身舎に西庇を持つ南北棟建物で,柱間は桁行 2

m,果 行 2.6m,庇 の出 2.lmで ある。 SB 3728は 桁行 3間 ,

梁行 2間 の東西棟建物で,柱 間は桁行 2.lm,異 行 1.9mで

ある。土壊 SK3727は 東 西 2m,南 北 1.4mの 楕 円形 を呈

し,深 さは20 clllで ある。 7世紀後半～末の土師器・ 須恵器が

少量出上 した。土壊 SK3726は 径 lm,深 さ40 cmの 円形で ,

11世紀後半 に属す る土師器・ 瓦器が出上 した。井戸 S E 3722

は東西 lm,南 北 1.3mの 楕 円形で,深 さ 1.5mの 素掘 りの

井戸である。土師器・ 須恵器・ 瓦器が少量出上 した。南北・

東西小溝はいずれ も瓦器 を含む。大半 は南北溝が東西溝 よ り

新 しい。Ⅲ区出上のその他の遺物には土牛脚部 ,フ イゴ羽口,

石庖丁 などがある。

<Ⅳ 区> Ⅲ区東半 と同様,茶褐色粘質土面上 に灰褐色砂

層がのる。検出遺構 は東西塀 SA3739,南 北溝 SD3738で あ

る。 SA 3739は 5間 以上の東西塀で,径 40 cmの 円形柱掘形 を

もち,柱間はほぼ 2.lm(7尺 )で ある。茶褐色粘質土面で

検出 したが,灰褐色砂層か ら掘 り込 まれている。東端の柱穴

は南北溝 と重複 し, これより新 しい。南北溝 SD3738は 東岸

∞剣卜∞∞∽　　　卜“卜中坤一（‐呻判‐「日円
い
Ｎ
卜
∞
∞
∽
　
　
せ
［
卜
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か ら幅約 lmを検 出 した。西岸 は調査区外であるが,底 部の状況か らみて,溝

中高は 1.5mほ どであろ う。深 さは 15 cmと 浅い。 7世紀後半の上師器・ 須恵器が

出上 した。

<ま とめ> 今回の調査 区は東西に長い ものの,南北幅が狭い こともあ り,

藤原宮期のまとまった遺構 は明 らかにできなか ったが,宮北方地域の状況 につ

いて,い くつかの点が明 らか となった。 I区では西二坊大路の西側溝が想定 さ

れたが,今 回の調査区内では検出できなか った。調査区のさらに西側 になると

思われる。 I区東端及びⅡ区西半で検 出 した南北溝 は,埋上の快況や深 さ,出

土遺物 などか らみて,同 一の溝 と考え られた。そ うすると,溝 の幅は23mと な

る。藤原宮西北隅の調査 (第 36次 )で は西面・ 北面外濠の合流点か ら西北方向

へ流路が続 くことがわか り,外濠の水は西二坊大路の東側溝へ注 ぐことが推測

された。そ して,宮 西北隅では西外濠 に東か ら自然河川が合流 してお り,13世

紀 ごろまで流路であったことか ら,外濠の幅は17m以上 に広が っていた。今回

検出 した南北大溝 SD3720は , この流路の北延長部にあたるものと考えられる。

北流す るにつれ,溝幅が徐々に広が り,中 世には西二坊大路の路面東半の位置

にまで及んでいたのであろう。Ⅲ区で想定 した宅地遺構 は,今 回の調査区内で

は極めて少 なか った。坪の南辺 にあたっていることにもよるのであろう。 SB

3723の 位置か ら南方約35mに は「長谷田土壇」が存在 してお り,土壇北辺 あた

りは坪 境 推 定 線 (二 条条 間路 )と もな ってい ることなどか ら,今後,こ の周

辺での調査が期待 され る。藤原宮期以降の遺構 としては南北 。東西小溝の埋土

面か ら検 出 した小規模 な掘立柱建物群がある。 これ らの時期 については,小溝

出土遺物か らみて,13世 紀以降 と思われ る。古代末～中世以降の土地利用の点

か ら,小溝 とともに今後その時期・ Jl■
格 を明 らかに してい く必要があろう。Ⅳ

区で検出 した南北溝 SD 3738は 位置的には西 二 坊坊 間路 の東 側 溝 にあ たる。

しか し,溝 中の出土土器は,藤原宮期 より古い時期の ものに限 られてお り,こ

の溝が宮期には埋 まっていた可能性がある。今回の検出範囲は小規模であ り,

小路の確認は今後の調査に待ちたい。
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左京二条三坊の調査 (第41-13次 )

(1984年 12月 )

調査地 は国鉄桜井線の南80m,市道耳成小山線ぞいの東西に細長い水 田で ,

条坊の呼称では,左京二条三坊西南坪のほぼ中央部 を占める。今調査地に北接

す る水 田では,か つて小規模 な調査 を実施 し (第 27-1次,概報10),坪 を東

西に三分す る位置に南北塀 を検出 している。

調査は,水 田東端 (東 区)と 先の南北塀 SA2610の 南延長線上にあたる水 田

西端 (西 区)と に調査区を設定 し,坪 内宅地の利用状況 を明確 にす る目的で実

施 した。

層序は,耕土 。床土・ 灰褐色上で,灰 褐色上の下が藤原宮期の遺構検出面 と

なる。検出面 は西に低 く,東 に高い傾向にあ り,東区東半では黄褐色粘上の地

0                  10

山が露呈す るが,東

区西半か ら西区まで

は,地 山の上に古墳

時代初頭 までの遺物

包含層である黒褐色

礫混 り粘土・ 灰色砂

が広が っている。な

お,西 区南半 には ,

上記包含層の下 に ,

地山をうが った暗青

褐色粘上の深 い落 ち

込みがあ り,沼 状 を

な している。

検出 した主な遺構

には西区に藤原宮期

の建物 2棟 ,東 区に

■_十 ‐
言
~~~i

第16図 第 41-13次調査位置図 (1:3000)
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南北塀 1条 がある。

西区南半で検出 した掘立柱建物 SB 01は , その北端の一部 を確認 したにとど

まるが,柱 穴の配置か ら,東西に庇 を持つ南北棟建物 と考え られ る。柱掘形は

いずれ も方 1.2～ 1.4mと 大形で,北 あるいは東か らの長大な抜取穴がある。

東庇北端の柱穴には,直径約 29 clllの 柱根が長 さ30 cm余 遺存 していた。 また,北

妻柱抜取穴 には一部掘形底 を突 き破 る状況で建築部材が遺存 していた。幅 25 cn,

長 さ 1.2m,厚 さ12 cmの 板材で,短辺 の一方 は柱径に合 う半円弧をな し, もう

一方 は直線 をなす。 また,一長辺 は幅 2 clll,深 さ 6 cmの 段 をな してお り,床板

を受 ける仕 口と考え られる。

柱抜取穴および柱根か ら復原 され る柱間は身舎異行が 2.9m,庇 が 27m,

桁行 2.4mで ある。 この建物の柱および柱穴規模 や構造 は,宮 の殿舎 に匹敵す

るものであ り,藤原宮期の同坪内での主殿・ 脇殿級の建物 とみ られ る。 SB01

の北にある 2個 の柱穴については,掘形が方 1.2m,深 さ 1.lmと 大形で,SB

01の柱筋 とほぼ揃 う位置にある。北庇の可能性 もあるが,SB 01の 東庇柱 の北

に柱穴はな く,ま た柱穴の深 さと埋土が建物 SB01の それ と異 な ること,柱 穴
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の抜取穴が建物妻柱抜取穴を壊 してい ることなどか ら,直 接 SB01と 一体をな

す もの とは考えがたい。その性格 は不明である。

西区北東隅の建物 SB 02も 東西 。南北各 1間分を検 出 しただけで,規模 。構

造 は明 らかでない。柱掘形は方 lm,深 さ45 cmで ,抜取穴には凝灰岩質砂岩片

が含 まれている。東西柱間 3m,南 北柱間 2m余で, SB 01と は約 4.8m離 れ

ていて,柱筋 は通 らない。 SB 01と ともに北でやや東 に振れ る傾向にある。

西区の遺構 にはほかに,灰色砂 を埋土 とする古墳時代初頭 の斜行溝 SD2615,

直径 20 cm程 の小穴があるが,第 27-1次で検 出 した南北塀 SA2610の 南延長部

は検 出されなか った。

東区の南北塀 SA03は 柱穴 3個 を確認 しただけであ り,建 物の可能性 もある。

柱掘形は方形 を呈 し一辺 lm,深 さ45 cmで ,北か らの抜取穴がある。柱 は直径

20 cm余 である。柱間は 2.6m等間に復原で きる。柱抜取穴か ら藤原宮期の上師

器杯 。甕等が出上 した。塀の柱穴埋土 。規模等 は西区の SB02の それ とよ く似

てお り,両 者 は同一 時期 の遺構 で あ る可 能 性 が 高 い。なお塀は,西区のSB

01東庇柱列 と約 364m離 れた位置にあ る。東区にはこのほかに,時期不明の

方形小穴や,中 世の遺構 と思われ る円形小穴等が散見す る。

今回検出 した建物 とりわけ SB01は 坪内の中心的建物群の一部を構成す るも

のである。その位置を推定条坊 との関わ りで検討 してお くと,妻柱が,条坊道

路心々距離の三分の一に,東入側柱列が道路分を差 し引いた坪内の三分 の一に

ほば一致す る。また,北側柱列 は,推定二条大路心の北約90mに あ って,坪 の

三分の一 に一致 してお り,建物は坪のほぼ中央部を占めている。南北棟建物が

坪の中心 に位置す ることの理解 については,南北棟が主殿 となる場合,坪 の中

′しヽをはずれて主殿がある場合,宅 地が坪 を越えた範囲を占めている場合等 々 ,

さまざまな可能性が考え られ現段階では確言で きない。今調査では,宮周辺の

坪内で大規模 な建物を確認 したのであ り,宮 を狭んで対称位置にあたる第 39・

43次調査例 とともに藤原京の宅地割 。建物配置を究明す る上で貴重な資料 とな

ろう。実態の解明は今後の周辺地の調査 を待 って検討 したい。
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藤原京その他の調査概要

a 左京十二条三坊東南坪の調査 (第 37-15次 )

(1983年 12月 )

この調査 は住宅建設の事前調査 として高市郡明 日香村雷で実施 した。調査地

は藤原京左京十二条三坊東南坪 にあたる。 また,雷丘の南側末端に位置 し,山

田道に面 してい る。調査は東西 4m,南 北 2mの トレンチを設 けて行なったが,

地表下約 25 cmで 花南岩風化土 (地 山)が現われ,遺構 は検出されなか った。

b 左京十二条三坊西南坪の調査 (第 37-16次 )

(1983年 12月 )

この調査は農業倉庫新築に伴 う事前調査 として,高市郡朝 日香村雷で行 なっ

た。調査地 は藤原京左京十二条三坊西南坪にあたる。また,調査地 は雷丘の東

南約 120mの 地点で,西約70mに は飛鳥川が流れている。調査は東西 3m,南

北 3mの トレンチを設 けて実施 した。地表下約60～ 70 cmは 近現代の遺物包含層

で,そ れ以下は青灰色砂・ 灰褐色粗砂層である。 この青灰色砂層を切って灰色砂

混 リバ ラスを埋土 とす る土墳状の落 ち込みを検 出 したが,出 土遺物 (瓦・ 土器 )

は細片で極めて摩滅 している。調査地は,地形か らみて飛鳥川の氾濫原 にあた

り,検 出遺構 はいずれ も河川の氾濫によって形成 されたと考え られ る。

c 左京二条三坊の調査 (第 37-18次 )

(1983年 12月 )

この調査 は変電所建設に伴 う事前調査 として,橿原市高殿町で行 なった。調

査地 は藤原京左京二条三坊西北坪 にあたり,一条大路南側約30mに 位置す る。

調査地東方 約 15mの 地点 は 1983年 にす で に発 掘 され て お り(第 36-4次 ),

一条大路南側溝推定地であったが,側 溝は確認 されていない。今回の調査 は ,

東西 3m,南 北10mの発掘区を設けて実施 した。調査区の基本層序 は上か ら,
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造成上,旧 水 田耕土,水 田床土,灰褐色粘質土,灰色砂 (地 山)と な り,遺構

は灰褐色粘質土上面で幅45～ 60 cm,深 さ約 15 cmの 東西溝 1条 を検出 した。出土

遺物か ら, この東西溝は中世以降の水 田耕作 にかかわ る遺構 と推定 され る。藤

原宮期の遺構面はすでに削平 されたもの と考え られ る。

d 左京十条三坊の調査 (第 41-1次 )

(1984年 4月 )

この調査 は住宅の増築工事に伴 う事前の発掘調査 として,高市郡明 日香村大

字小山において行 なった。調査地は飛鳥岡本宮推定地の西に近接するとともに ,

藤原京左京十条三坊地内にあたる。調査は東西 6m,南 北 1.5mの 調査 区を設

定 して行なった。検 出 した遺構 は,東 西 。南北方向の小溝であ り,こ の中か ら

近世の陶磁器が出土 した。 このことによ り婆調査地は後世 に大 き く削平 されて

いることが判明 した。

e 右京二条一坊の調査 (第41-2次 )

(1984年 4月 )

本調査 は住宅建設の事前調査 として橿原市醍醐町で行 なったものである。調

査地 は耳成山の南方で,藤原宮の北約 200mに 位置 し,藤原京条坊 の右京二条

一坊西南の坪 にあたる。調査 は東西 2.5m,南 北 1.5mの トレンチを設定 して

行な った。検 出 した遺構 は柱穴 1,土壊 1,溝 3で ある。 2本 の南北溝 は中世

の耕作にかかわ る素掘 り溝で,東 西溝 は地山を切 りこむ。柱穴・ 土壊は東西溝

と重複す るが,溝 よ り古い。柱穴 は建物 もしくは塀 となるであろうが,調査地

の制約によ り拡張できず,ど のよ うにまとまるのかは不明である。出土遺物 も

少量で,時期 を確定す るにはいた らないが,柱穴は藤原宮期の もの と考え られ

よう。藤原宮北方 の地域は園池の存在が考え られているが,何 らかの構築物が

存在 したことを確認できたことは意義深いであろう。
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f 右京七条二坊東北坪北部の調査 (第41-3次 )

(1984年 4月 )

この調査 は飛騨老人憩 の家新築 に伴 う事前の発掘調査

として,橿 原市飛騨町において行な った。調査地 は,藤

原京右京七条二坊地内にあたる。調査は南北20m,東 西

4mの 調査区を設定 して行 なった。主な検 出遺構 は藤原

宮期の南北塀・柱穴 と土壊である。他 に中世の東西 。南

北方 向の小溝がある。調査区南狽1の 柱穴 SX3830は ,一

辺 1.4mの 方形掘形で,中央 に柱根 (残存高90 cm,直径

30 ca)が 残存 していた。 この柱 は東西塀かあるいは東西

棟建物の北側柱の一部であろう。調査区の中央 には南北

塀 SA3829が ある。柱間 2間 (柱 間寸法 1.7m)で ,柱

穴掘形 は直径50～ 60 cmの 円形を呈 し,中央 に柱痕跡 (直

径20～ 30 cm)が み られ る。東西建物 の梁行 となる可能性

もある。 これ らの柱穴の掘形か らは藤原宮期の上器が出

上 した。調査区北側の円形土墳 S K 3827は 直径 60 cm,深

さ30 cmで あ り,内 か ら藤原宮期の土器が出土 した。

今回の調査区は狭小であったため,検 出遺構がいかな

ることがで きなか った。
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第18図 第 41-3次調査

遺構配置図 (1:200)

るものかを明 らかにす

g 右京二条二坊の調査 (第41-4次 )

(1984年 5月 )

本調査は住宅新築に伴 う事前調査 として橿原市醍醐町で行 なったものである。

調査地は耳成山の南方 ,藤原宮 の北約 270mに 位置 し,藤原京条坊の右京二条

二坊東北の坪にあたる。調査は南北 8m,東 西 2.5mの トレンチを設定 して行

なった。検 出 した遺構 は溝 1,柱 穴 1で ある。溝 は床土 直下か ら切 り込む新 し

い時期の ものである。柱穴 は径 30 cmの 小規模 なもので,柱痕 を残すが,杭程度

の ものと考え られ る。本調査地では,付近一帯 で認め られる中世素掘 り満が検
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出されていないため,後世の削平 を被 ったもの と考えてい る。

上の包含層か らは藤原宮期 と考え られ る丸 。平瓦片が整理箱 1

り,さ して瓦の出土 をみない藤原京域 としては瓦の出土量の多

あるいは付近に想定 されている醍醐廃寺

かもしれない。

h 右京十条一坊の調査 (第 41-5次 )

Ｎ
Ａ

浮

しか し,地 山直

箱分出上 してお

さが注 目される。

と関連す るもの

m

(1984年 5月 )

この調査 は露天駐車場造成に伴

う事前の発掘調査 として,橿 原市

田中町において行 なった。調査地

は飛鳥川西側の水 田で,田 中宮跡 に近接す るとともに ,

藤原京左京十条一坊地内にあたる。調査 は南半部 に逆 L

字型 の発掘 区を設定 して行な った。南北方向の発掘 区は

南北 265m,東 西 4mで,北狽1で東に接 す る東西方向の発

掘区は東西 8m,南 北 3mで ある。 水 田下 50 cmで 礫 敷

SX 3841,東 西溝 SD3840,土壊 SK3838を 検 出 した。

礫敷 は拳大～人頭大の石が南北 4m,東 西 9m以 上の範

囲に広 が っており,特 に整然 と敷 き並べ たとい うような

様子 はみ られなか った。礫敷の中には藤原宮期の瓦や土

器が混 じっており,敷石 の下は地山が 20 cmほ ど窪んでい

る。東西溝 は礫敷 に接 して北側 にあり (幅 1.lm,深 さ

18 cm),長 さ 12m検 出 した。溝中か らは藤原宮期 の上

器が出上 した。土壊 は発掘区の南側にあ り,東 側の一部

(南 北 46m。 東西 2m以 上,深 さ40 cm)を 検出 しただ

けで,西 側 は発掘区外に拡が っている。土壊中か ら弥生

式上器 (第 V様式 )が多量 に出土 した。

今回検 出 した藤原宮期の遺構の性格 については明 らか

こ

~X167995

第19図 第41-5次調査
遺構配置図 (1:200)
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に しえなか ったが,こ の近辺に関連遺構が存在 してい る可能性が高 く,今後 こ

の周辺の地域での調査 を計画的におこな う必要がある。

i 西京極 (十 条)・ 下 ツ道の調査 (第 41-6次 )

(1984年 7月 )

この調査 は貸店舗 レス トラン建設 に伴 う事前の発掘調査 として,橿 原市久米

町において行なった。調査地 は藤原京西京極 に位 置 し, また大和古道の下 ツ道

に接 してい る。調査 は東西20m,南 北 4mの発掘区を設定 して行 なった。調査

地の地山面 は西側 に向けて傾斜 してお り,こ の上に厚 い堆積土が見 られ る。 こ

の部分の上層 は,床上の下 は灰茶 褐色土層 (40 cm)で , 7～ 8世紀の上器 を含

んでいるが,そ の下には人工遺物 を含 まない粘性土・砂質上 が lm以 上互層 を

な している。

検出 した遺構 は南北方向の小溝 (幅 30 cm,深 さ22 cm)で ,検 出面は灰茶褐色

土上面であ る。溝中か らは 7～ 8世 紀の土器が出土 した。

今回の調査区内においては藤原京西京極 。下 ツ道 に関連 した遺構 を検 出す る

ことができなか ったが,こ の付近の旧地形 を知 る手掛 りを得 ることができた。

j 右京二条一坊 の調査 (第41-7次 )

(1984年 7月 )

調 査 地 は橿 原 市醍 醐 町で ,国道 165号 線 と国鉄桜井線 との間の南北 2枚の

水 田である。調査 は各 田の北側 に 3× 20mの 南北 トレンチ (北区 。南区)を 設

けた。北区は藤原京一条大路,南 区 は二条一坊東北坪の宅地遺構が想定された。

北区は地表下約 70 cmで 自然堆積上の黄褐色粘質土 とな り,こ の上面で遺構 を

検出 したが,調査区南端 5mは 下層の灰色砂層があ らわれている。遺構 は多数

の東西・ 南北方向の小溝 と小穴 5で ある。小溝 は幅30～ 50 cm,深 さ10～ 20 clllで ,

東西溝がおおむね古 い。溝出上の土器 には藤原宮期のものも見 られるが,い ずれ

も遺物が少量であり,時期を決定するのには十分でない。ノト穴 についてもまとまり

がな く,時 期も不明である。遺物包含層からは土馬片 (藤原宮期)が 出土 している。
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南区 は北区の南約40mで ,東北坪 のほば中央部分

にあたる。遺構検出面 は北区 と同様黄褐色粘質上で

あるが,調 査区北端 6m分 は灰色砂層 とな る。遺構

面の深 さは地表下約40 cmで ある。 遺 構 は南 北塀 1

(SA01),井 戸 1(SE02), 南北小溝などであ

る。塀 SA 01は 4間 以上で,柱 間は約 1.8m(6尺 )

である。柱掘形 は50～ 60 cm四 方であるが,深 さは約

10 cmと ごく浅い。出土遺物が な く,時期不明である。

井戸 SE 02は 径約 lmの 円形素掘 り井戸で,深 さは

lmで ある。埋土か ら藤原宮期に属す る土器が少量

出上 した。

今回の調査では,北 区に想定 した一条大路 は検出

す ることができなか った。南区に くらべて,自 然堆

積土面 が約 30 cmも 低 く,ま た南区の塀の掘形の深 さ

などか らみて,後世,こ の一帯 はかな り削平 を受 け

たようであ り,大路の側溝 も削平 を受 けた可能性 が
|

第2壇

籍 岳装デ農窒闘衰1:200)強
い。南区では建物は未検 出なが ら,藤原宮期の素

掘 り井戸 を検出 した。 これによ り,井 戸周辺 に藤原宮期の遺構の存在が考え ら

れ る。 この一帯 はかな りの削平 を受 けてはいるものの,今後,周 辺での調査で

大路,坪 内宅地遺構の検出が期待 され る。

k 右京一条二坊 の調査 (第 41-9次 )

(1984年 9月 )

調査地は橿原市醍醐町の国道 165号線 に南接す る水 田で,地 目変更で埋立が

行なわれ ることになったため,事前調査 を実施 した。現地は藤原京右京一条二

坊東南坪 にあたり,一条大路等条坊 に関連 した遺構が予想 されたが,今 回の調

査で は,藤原宮期 にさかのばる遺構 は認め られなか った。調査区は水 田東部 に

2m× 18mの 南北 トレンチ,そ の中央部か ら西へ延 びる 2 m x13mの 東西 トレ

Y17510
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ンチか らな り,発掘面積 は約60rで ある。区内の層序 は耕土,床土,灰褐色土 ,

暗 褐色 粘上 の無 遺 物層 とな っていて,水 田面か ら暗褐色粘土上面 までの深 さ

は90 cm前 後で, この暗褐色粘土 は水 田西端付近で弥生包含層に移 りかわ る。検

出 した遺構 は縦横 に走 る中世小溝 と,や はり中世 と考え られ る柱掘形数個 のみ

であ り,い ずれ も最下層の暗褐色粘土上面か ら切 り込 まれていた。 この地域に

藤原京にかかわ る遺構があったとして も,小溝がつ くられた時期 までに削平破

壊 されて しま った可能性が強い とみ られ る。

1 右京七条二坊東北坪南部の調査 (第 41-10次 )

(1984年 9月 )

この調査 は橿原市飛騨町で住宅新築工事 に先立 って実施 したもので,東西 2

m,南 北 6mの範囲 を対象 とした。調査地 は藤原京条坊の右京七条二坊東北坪

にあたる。調査区の上層層序 は耕土,灰褐色粘質土,暗灰粘質土,明黄褐色粘

質土,黄褐色砂礫上の遺構面 (地 山)と なる。地山面はかな り南 に低 く傾斜 し

ている。

検出 した遺構 は,中世の もの と考え られ る東西溝 1条で,藤原宮期の遺構 は

検出されなか った。

m 右京三条二坊の調査 (第 41-11次 )

(1984年 10月 )

調査地は橿原市醍醐町に所在 し,か つて第33-3次 調査 (概 報 12)で 二条大路

南側溝 SD3201と 二 坊坊 間路 西側 溝 SD3207の 曲 り角 を検 出 した地点の直西

約50mの住宅建設予定地内である。調査区内で二条大路南側溝の一部 を検 出 し

た。調査 は東西 2m,南 北 6mの 範囲を対象 とした。調査区内の基本的な層序

は耕土 。床土・ 灰褐色土 。褐色粘土・ 黄褐色粘土 とな っていて,こ の上 に約50

cmの 厚 さの客上が置かれていた。遺構 としては旧耕土面下 30 cmの 灰褐色土上面

か ら切 りこむ中世掘立柱建物の一部 と,耕 土面下約40 cmの 褐色粘土面で検 出 し

た 2条 の東西方向の溝状遺構がある。 2条の溝 は約 2mを 隔てて並行 し,ほ ぼ
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同 じ規模 を持つが,南側の ものは調査区東端で浅 く狭 くな っていた。埋上の様

相 と位置か ら北側の ものを二条大路南側溝 SD3201の 一部 と判断 した。溝 は上

半部 を削 られ,幅約60 cm,深 さ約 20 cm程 が残 されている。溝心は国上方眼のX

=-166050.800m(Y=-17887mラ イ ン上で)付近 に求 め られ る。′

n 右京二条三坊東南坪 の調査 (第 41-14次 )

(1984毎判2月 )

この調査 は住宅新築に伴 う事前調査 として,橿原市醍醐町で行 な った。調査

地は藤原京右京二条三坊東南坪 にあた り,先 に行なった第43次 調査区の西側に

接 してい る。調査 は東西 4m,南 北 2mの 8rを 対象 として実施 した。調査区

の上層層序 は上か ら,水 田耕土,床土の下に灰褐色砂質土 (厚 さ10 cm),黒 褐

色粘質土 (厚 さ20 cm)と 続 き,黄色粘土 と灰黒粘土か らなる地山層 に至 る。遺

構 には灰褐色砂質土上面で検出 した東西小溝 2条 ,黒褐色粘質土上面で検出 し

た東西小溝 5条 ,南 北小溝 7条 ,土壊 1,小穴 1が ある。 この うちの上壊は径

75 cm,深 さ90 cmで ,暗灰色の粗砂で埋 る。底近 くよ り布留式上器の甕 2個体が

出土 した。藤原宮期の遺構 は検 出されていないものの,少量の上器片が出上 し

ている。 また黒褐色粘質土 か らはサヌカイ ト剥片が 1点 出上 した。

o 右京二条三坊東北坪 の調査 (第 41-16次 )

(1985年 3月 )

この調査 は店舗新築にともな う事前調査 として,橿 原市醍醐町で行 な ったも

のである。調査区は右京二条三坊東北坪 および一条大路の想定位置にあたる。

調査 は南北 28.5m,東 西 35mの 100ド を対象 として実施 した。調査区の基本

的層序 は,水 田耕土 (厚 さ15 cm),床土 (厚 さ25 cm),灰 褐色粘質土 (厚 さ15

cm)と 続 き,灰 色砂か らなる地山面に至 るが,地 山上に黒褐色粘土 (厚 さ10～

20 cm)が 堆積す る部分 もある。遺構は地山面 と黒褐色粘土面で検出 した。

藤原宮期の遺構 には東西溝 SD01,掘 立柱建物 SB 02,上 壊 SK03が ある。

調査区の北 よりで検出 した SD01は 現状で上幅 1.3m,深 さ 0.3mで ある。堆
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積層 は上層 よ り茶褐色粘質土 ,黒灰色砂質上であ り,少量の上師器・ 須恵器が

出上 している。調査区中央 に位置す る SB 02は 桁行 5間 ,梁行 1間以上の南北

棟である。柱穴 は浅 く,底近 くが ご く僅かに残 る程度で ある。 SB 02北妻 か ら

第21図  第 41-16次調査
遺構配置図 (1:200)

東西溝 SD03の 南上端までの間隔は 5.2mあ る。調査区中

央の SK01は 調査区内での南北径 1.7m,深 さ 0.6mで さ

らに調査区外に広が ってい る。上部には暗灰色の砂 ,下 部

には灰黒色の粘上が堆積 し,そ れ らの埋土か ら若干の上師

器・ 須恵器 が出上 している。

藤原宮期以前の遺構 には土壊 SK 05,掘 立柱建物 SB04

がある。調査区南寄 りの黒褐色粘土層上面で検 出 した SK

05は ,調 査区内での南北径 10m,深 さ 0.3mで ,さ らに

西へ広が ってい る。縄文時代後期後半の上器が少量 出土 し

ている。なお,調査 区の北半 と南半 に広がる黒褐色粘土層

か らも,縄 文時代後期の上器,サ ヌカイ ト剥片が出上 して

いる。調査区のやや南よ りで検 出 した SB 04は 真北に対 し

て東に約 50° 応ゝれ る。柱間寸法は 28mを 沢1る が,さ らに

調査区外にのびるため,全体の平面形 は明 らかでない。埋

上 の状況か ら,藤原宮期以前の古墳時代の建物 と考え られ

る。なお,藤原宮期以降の遺構 として,調 査区の全体 で素

掘 り小溝 を検出 している。

東西溝 SD01は 一条大路南側溝の想定位置に合致 し,規

模・ 形状・ 出土遺物の上か らもこれに相 当す るもの と考え

られる。従来,一条大路については第37-18次調査・ 第41

-7次 調査 (概報 15)等 でその推定地についての調査 を実施

してきているが,そ の確認には至 ってお らず,今回初めて

その資料を得 ることができた。今後 ,周 辺地での調査 が期

待 され る。
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